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神戸市民福祉顕彰 

奨励賞を受賞して 
理事長 納 利春 

グループ わ は昨年、環

境関係で、今年は福祉関係

で大きな賞をいただきまし

た。全く地道に今日まで福

祉、環境関係で実績を積み

上げて来られた皆様の活動

の賜ものです。神戸市民の

福祉をまもる条例に市民福

祉顕彰という表彰制度があ

り、日頃のグループ わ の

活動を認め、更なる今後の

活動を期待して、平成１７

年度の市民福祉顕彰奨励賞

を贈るというものです。賞

金も頂きました。 

 震災時のボランティア活

動を経て、任意団体グルー

プ わ を設立、”再び学ん

で 他の 為 に ” をモ ッ ト ー

に、昨年にはＮＰＯ法人格

を取得、その活動範囲を広

げ、広域的な市民福祉活動

に取り組み、今後の活動が

期待されるとしています。 

受賞に対して、こども家

庭センターから祝電をいた

だいたこと、また灘区会で

も神戸市社会福祉協議会理

事長感謝状を頂いたことを

付記しておきます。 

◆ 

ています。親兄弟、親類縁

者といえども身内だからと

いって常に助け合えるもの

でもありません。とにかく

近隣の会員が相互に扶助す

ることがこの事業の理念な

のです。少しでも無理なく

困窮会員仲間の手助け支援

を企図したものです。   

この要綱に即して会員相

互扶助事業を成立させるに

は、近隣性、地縁性を具現

した会員相互のネットワー

ク構築が不可欠です。この

ネットワークは、地域の地

勢的状況など反映させなが

ら各区会で取り組みをお願

いするほかありません。 

西区でも独自案 

実 際 の 運 用 に 当 た っ て

は、区会会員方に相互扶助

理念をご理解頂き、ご協力

願わなければ実施できませ

ん。西区会は、相互扶助基

金創設に関った方もおられ

て、わ 事務局本部からの制

度案に積極的に応えて頂い

ています。西区会は、わ事

務局検討委員会の纏めを踏

まえながら実施可能とする

西区独自の提案を策定しま

した。 

理想的には全区一斉に事

業実施のスタートができれ

ばいいのですが、足並みが

揃わなければ、いつまでも

出来ない恐れがあります。

全区に亘る事業であれば、

区毎に運用が異なることは

混乱を招くことにもなりま

す。先駆的に取り組んでい

る西区会の皆さんにパイロ

ット的に相互扶助制度の運

用を試みて貰い、そこから

全区実施に及ぼしていけば

と考えます。 

本年度内に実施を 

西区の三島会長と西区会

案の纏めをされた方と、本

部提起の案との摺合わせを

しました。今後も協議調整

をして、今年度内実施の目

途をつけたいと思っていま

す。相互扶助のネットの構

築には区内会員がどのよう

に所在しておられるか、一

目瞭然に把握しておく必要

があります。地図に所在を

プロットする、その取り組

みをして頂いております。 

兵庫区会でも相互扶助制

度について論議を頂いてい

ると聞いています。会員お

互い困った時助け合おうと

いう気持ちを皆抱いておら

れると思いますが、それぞ

れに事情もあって手助け支

援ができるかは難しいこと

ではあります。相互扶助制

度の趣旨を理解して頂き事

業実施ができることを願っ
ています。 

私たちグループ わ の仲

間はボランティアを志して

集まり、活動を続けていま

す。私たちは必要とすると

ころへ出向き、お役に立っ

ています。そんな活動をし

ているのだから、仲間が手

助けを求めているのなら、

他に助けを求める前に、仲

間内でそのニーズに応える

べきではないか、素朴な思

いが起こるのは当然です。 

そんな思いを現実のもの

にしたいとの願いを形にし

たのが、グループ わ に信

託された基金です。この基

金を活用してグループ わ 

会員の相互扶助制度を立ち

上げるべく、わ事務局本部

に検討委員会を設けて、１

年を掛けて論議を進めてき

ました。その間、情報ぎゃ

らりーを通じて検討委員会

の基本的な考え方をお知ら

せするとともに、この課題

についてのアンケートも実

施しました。 

まずネットワークを 
アンケートから相互扶助

制度にかける期待度も十分

伺えましたので、検討委員

会はその成果を「会員相互

扶助事業実施要綱」に纏め

ました。要綱では、困窮会

員の近くの会員が原則的に

手助け支援をすることとし

 

西区会などで検討はじめる    副理事長  三宅 慶忠 

 介護保険の対象にはならないが、会員のみなさんや家族の方が健康上の

理由で、ちょっとした支援や手助けがあればと願う時があります。そんな

時、私たち会員どうしで助け合おうという活動です。グループ わ では

｢相互扶助事業実施要綱」をまとめて各区会でも検討をはじめています。 
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小学生の学習をサポート 

グループわ〔子どもたちの学習支援活動〕はじまる 
理事  中沢 保夫 

活動の概況 
グループ わ の「子ど

もたちの学習支援活動」が

9 月より始まりました。要

請のあった小学校 22 校中

18 校延べ 72 名が次々に活

動に入っています。うれし

いことに多くの先生方から

感謝の言葉が寄せられてい

ます。以下、本活動の経過

と、これからの計画を報告

します。 

１、第1回登録者の集い 

8 月 8 日(月)開催 於 KSC 

学習室 1,2 出席者 44 名 

（１）神戸市シルバーカレ

ッジ事務局 明石照久総務

課長の激励のご挨拶を頂き

ました。 

（２）要請校の一つである

北区有野東小学校 皆内律

子校長より小学校の現状に

ついてお話を頂きました。

その中から私たちは、これ

から活動を進めるに当たっ

て、多くの具体的なヒント

を頂きました。 

（３）出席者自己紹介、本

活動の基本的な考え方の説

明や、お互いの間の意見交

換と活動意向の確認をしま

した。 

２、その後要請校との 

調整を行う。 

支援活動予定者が個々に小

学校へ出かけて先生と支援

日や内容の打ち合わせを終

えて順次活動に入り現在に

至っています。 

３、第2回登録者の集い 

11 月 21 日(月)22 日

(火)に開催致します。 

 新たに市内の小学校から

算数の授業のサポートや特

別支援教育補助、クラブ活

動補助の要請が来ていま

す。まだ支援できていない

学校もあります。グループ 

わ として、これらに応え

ようとすると、より幅広い

分野でのご協力を頂かなけ

ればと思っています。まだ

登録されていない会員の

方々”登録者の集い”にど

うぞ出席下さいますようご

案内いたします。(右下の

案内をご覧下さい) 

学習支援活動の第１回登録者の集い 

学習支援活動 
に参加して 

木津小支援者 宮崎 芳江 

 「子どもたちの学習支援

活動」で、私に出来るかど

うか不安でした。自宅近く

の木津小学校の校長、教頭

先生にお会いして、是非来

てほしいと歓迎され、その

お言葉でやってみようと意

欲がわきました。 

 9 月よりスタート、１、2

年生の算数の支援で週１

回、１学級３０～４０人ク

ラスで、１人の先生ではな

かなか目が届かないところ

もあり、子どもたちに先生

が説明している時は、よく

聞くように注意する。行儀

の悪い子どもに声をかけた

り「わからん、教えて」と

手を上げると、やさしく納

得いくまで助言する。プリ

ントに丸をつける時、美し

い数字で書いている子には

褒め、間違えた子どもには

ヒントを与えると、直して

再び持ってくる。「よく出

来たね。100 点」というと、

嬉しそうな顔。１人１人個

性があり、元気いっぱいの

子どもたちから、パワーを

もらっています。グループ

わ に入ろうと思っている方

是 非チ ャ レ ンジして下さ

い。 

３,４年生５６名と担当教師

３名で構成されていた。毎

週水曜日午後に１時間程、

５週間にわたって活動する

ことになった。数十年ぶり

に子どもたちと接触するた

め、とまどいと不安感で一

杯であった。 

 校内プールの生物調査や

観察をするうちに、子ども

たちに声を掛けられたり、

纏わり付かれたりしてみる

と子どもたちにも受け入れ

られたのだと感じ、事前の

不安は杞憂に終わったよう

である。 

 この企画の目的は校区内

の川の生物観察を中心に、

自然の大切さを学び、大人

の話を聞くことにより、新

たな発見を促し、父母や地

域社会との接触等が計られ

た 素 晴 ら し い も の で あ っ

た。５回にわたる体験から

１時間前後の活動では如何

にも少なく、平日の午後の

ため、父母の参加は望むべ

くも無い。定着させるため

には相当の時間と、様々な

試行が必要と思われる。 

 今回は、教師との接触が

少なく、こちらから積極的

に働きかけるべきであった

と反省している。今後、こ

のグループには、川や海を

汚 す ゴ ミ の 清 掃 を す る こ

と、水を汚さぬような実践

活動を取り入れたいと思っ

ている。我々、老人が多く

参加して、地域社会に貢献

できればと願っている。 

わくわく若木 

タイムに参加して 

東須磨小支援者 榊原 惇一 

 両親の介護生活から解放

された矢先、情報ぎゃらり

ーの学習支援への呼びかけ

に応募した。東須磨小学校

を紹介され「水博士」グル

ープの支援に参加すること

になった。このグループは

第２回登録者の集いのご案内 

（１）現況の報告（２）支援者の情報交換を目的と

して、下記日程で開催いたします。 

①１１月２１日（月）１４：４５～１６：３０ 

②１１月２２日（火）１４：４５～１６：３０ 

両日とも、於神戸シルバーカレッジ学習室１,２ 

２日間開催いたしますので、万障お繰り合わせの上

①②のいずれかに是非ご出席をお願いします。 



ボランティア交流祭など 情報ぎゃらりー 第３２号 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災１０年神戸からの発信 

「ＫＯＢＥボランティア交流祭」に参加 

                    食６－文 堀内 昭 

阪神・淡路大震災当時に

は「ボランティア元年」と

いわれたように、１５０万

人ものボランティアが全国

から神戸の地に駆けつけて

下さり、言葉や形に表せな

い協力・援助を受けまし

た。 

そこで１０年をひとつの

契機として、ボランティア

グループやＮＰＯ等が中心

となって、①震災で学んだ

「命の大切さ」「絆の大切

さ」「感謝の大切さ」を再

認識し、②いま一度震災の

経験や教訓を踏まえて、震

災から何を学んだかを「ボ

ランティア」という視点か

ら検証する。 

③ボランティアが共に

「出会い」「再会」「交

流」する場を設けるという

ことで、被災地神戸からボ

ランティアの発展・活動を

国内外に発信することを目

的に 8 月 27、28 日の両日

「KOBE ボランティア交流

祭」が開催されました。グ

ループ わ は他の団体と共

に実行委員会にも参加しま

した。 

会場はクリスタルホー

ル、デュオコウベ、スペー

スシアター、こべっこラン

ドの４カ所で行われまし

た。クリスタルホールでの

オープニング開会式は黙祷

に始まり、引き続き震災レ

クィエム組曲「あれから１

０年」を混声合唱団コーロ

ＫＳＣが、震災の悼みから

未来へのはばたきを歌いま

した。各会場では、市内各

団体などと共にグループ

わ、シルバーカレッジの各

グループが様々な演技で、

神戸が元気に復興している

老老の慰問 

音４－文 垣尾一志 
 全国ミュジックベル合

奏コンテストで、銅賞を

受賞した「ディサービス

塩北」チームに、近隣の

老人クラブから 9 月 19 日

の敬老の日の催しに、出

演依頼があった。 

すわー大事と、30 数名

のメンバーは、それから

猛特訓で、老が老を慰問

する形となった。以前舞

子ビラで出演したときと

同じユニホームスタイル

で、緊張のひととき…。

なかには孫の応援もあっ

て、演奏が終わって盛大

な拍手。 

 ホッとして家に戻り、

家族にねぎらいの声をか

けられて、改めて健康に

恵まれ、自己実現の場を

得たことに感謝したとい

うのが、大多数の皆さんの

一日でした。 

 

 

 

 

 
 

季節の草花 ②  生８-文 久保 知彦 

  キンミズヒキ・ワレモコウ 

散歩道のひとつである

白川の村からしあわせの

村に向かう道には、秋に

なるとハギ、クズ、スス

キなど色々な花が咲き始

めます。これらの中でひ

っそりと咲いているの

が、キンミズヒキであり

ワレモコウです。 

 キンミズヒキ（バラ

科）は、紅白の花をつけ

るミズヒキ（タデ科）に

たいして五弁の黄色い花

びらをもった小さな花を

細長い穂状に付けること

か ら そ の 名 が あ  り ま

す。名はミズヒキでもま

ったく違った仲間です。

困ることは、花の散った

あとのがく片が衣にくっ

ことを発信しました。 

豊岡、出石、小千谷など

水害、地震など最近被害を

受けたところからも物産展

の参加があり、大いに賑わ

いました。 

 次のグループの方々に

参加 し て頂 き まし た 。    

ご協力くださいました皆

様、本当に有難うござい

ました。 

・混声合唱団コーロ KSC 

・銭太鼓｢楽遊クラブ銀雅」 

・紙芝居｢童とともに｣ 

・「木工グループ」 

・「一寸奉仕」 

・「茶道グループ」 

・有馬観光ガイドグループ 

付くことで要注意です。 

 一方、ワレモコウ（バ

ラ科）は「吾亦紅」とも

書きます。細くしなやか

にのびた枝先に暗紅色の

かわいい花をつけるので

すが、花という感じがし

ないのは何故でしょう。

それは、花びらが無く、

がく片だけの集まりだか

らです。 

 この花もひっそりと咲

いています。このあたり

が日本人好みの花でもあ

る理由でしょうか。花の

色は関東や関西あたりで

は濃い色で、北のほうに

行くにしたがい紅色が鮮

やかになるそうです。 

◆ 

組曲｢あれから 10 年」を合唱するコーロ KSC の皆さん 

ワレモコウ 

キンミズヒキ 



４ 情報ぎゃらりー 第３２号 催しなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな活動もしてます 

ブルーベリーのジャムつくり 
副理事長 三宅 慶忠 

明生園の子どもたちとジャムつくり 

しあわせの村の果樹園に

はブルーベリーが８０株ほ

どあります。以前はその果

実を材料に村内の福祉施設

でジャム作りをしたことも

ありましたが、最近は成る

に任せて放置されていまし

た。今年、しあわせの村か

らグループ わ に、ブルー

ベリーの管理と収穫作業に

加えて、ジャム加工で収益

が図れないかと相談があり

ました。 

ジャム加工、販売は食品

衛生上の制約があり、今年

は試行的に行うことにな

り、果樹管理、収穫は会員

の８園会が引き受けてくれ

ました。炎天下、下草刈り

や水遣りにと精を出して頂

いたおかげで、７,8 月の収

穫は２０kg 余りもありまし

た。 

8 月 30 日に食文 5 期生

の銀の匙グループや８園会

の皆さんがジャムつくりに

腕を振るいました。300ｇ

入り瓶が 70 程出来ました

が、今回は試作品というこ

とで、ジャム作りの方々

や、カレッジ事務局、しあ

わせの村本部事務局の皆さ

んに賞味して貰い、加工費

用としてカンパもありまし

た。 

この後も、9 月末にかけ

て残りの果実を採取しまし

たが、台風 14 号が災いし

て、収穫は１０㎏と少量で

した。 

しあわせの村本部事務局

から社会性のある活動にし

てはとの示唆もあり、２回

目のジャム作りは９月２７

日、村内の明生園から１０

名（内先生２名）を招い

て、カレッジ調理室でジャ

ム作りをしました。 

障害があってもできるこ

とをするのは大切なことで

す。出来上がったジャムを

おみやげに大いに楽しいひ

と時を過ごして貰いまし

た。来年以降もブルーベリ

ー活動が続くことを願って

います。 
 

グラウンドゴルフ大会 
福６－い 滝野 昭夫 

１０月２２日(土)今に

も雨が降りそうな天気の

もと、フルーツ・フラワ

ーパークで第１回グラウ

ンドゴルフ大会が開かれ

ました。地元大沢町、長

尾町、一般公募、グルー

プ わ 等から総勢１５０

余名が参加しました。 

 フルーツ・フラワーパ

ークでは数年前よりグル

ープ わ と協働で“スロ

ースポーツ”の啓発に努

めています。スロースポ

ーツの中でもグラウンド

ゴルフは、誰でも気軽に

出来るため人気が高まっ

ています。 

この度、グラウンドゴ

ルフの企画、運営を依頼

され何度か打ち合わせを

しながら準備を進めてき

ました。 

 競技は８ホール２ラウ

ンド総打数ストロークプ

レーとしましたが、初心

者ありベテランありとプ

レーヤーは様々。グラウ

ンドは小石が多く日ごろ

腕に自信のある方も、思

い通りにボールが転がら

ず、悪戦苦闘をされてい

ました。 

 和やかな雰囲気のうち

にプレーを終わり、成績

発表ではグループ わ の

女性が優勝するなど、多

くの女性が上位を占めま

した。とまり賞（ホール

インワン）はすべて女性

でした。豊かな自然環境

の中、楽しくプレーが出

来ましたことに感謝し、

次回の開催に繋がります

よう願っています。 

◆ 

熱戦が繰り広げられたグラウンドゴルフ大会 

里山であそぼう 
親子で集まれ自然遊び塾 
 

 「しあわせの村の里山で

あそぼう」10 月 23 日(日)

シルバーカレッジで、親子

で集まれ自然あそび塾が開

かれた。あいにくの小雨模

様 だ っ た が 、 熱 心 な 親 子

12 組 40 名のほか、ベトナ

ム人の子ども５人も参加し

て い た 。 カ レ ッ ジ 園 芸 室

で、里山で取れ

たドングリ、枯

枝、マツボック

リ、ススキの葉

などを使って、

グループ わ の

皆 さ ん の 指 導

で、ドングリの

コマ、小鳥、カ

ブトムシ、キリ

ギリスなど木のオモチを作

りに大喜びしていた。クリ

スマス飾りのリース作りに

苦労する親子の微笑ましい

光景も見られた。 

 午後からは雨も上がりカ

レッジ裏の里山に入り、色    

着きはじめた秋の紅葉を楽

しみながら、それぞれの木

の名前や薬になる草などの

説明を聞いた。落ち葉を集

めて作ったオチバンクを掘

り返し、カブトムシの幼虫

を 発 見 し た 歓 声 も 上 が っ

た。最後に里山についての

感想を話し合った。 

 

名札つくりの説明を聞く親子たち 
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学園祭でカレー屋さんが大人気 

 理 事 高橋 孝男 

 食９－文 大石 富久子 
シルバーカレッジ挙げ

ての学園祭が、10 月８日

行われた。心配された天

気は、午前こそ小雨であ

ったが午後には上がり模

擬店販売は無事中庭で盛

大に催された。グループ 

わ からは昨年に続き、本

部の「カレー 屋さん」

（食文９期の皆さん）と

国際部会のＮＧＯベトナ

ム in KOBE」（スタッフは

在日ベトナム人を含む 9

名）の２店と、今回より

新たに参加した｢ＡＫＯ

（あこ）」（タガログ語

で私の意味、Actions the 

Key to Open の頭文字より

とる。スタッフ 3 名）の

計 3 店が参加した。1 食

300 円のカレーライスは味

も良く好評で 300 食の予

定が 330 食売り上げた。 

｢旨かったから家族で食べ

るからルーだけほしい｣

｢旨い美味しい｣と好評を

受け、調理担当の食文９

期生の皆さんは大喜びだ

った。早くから調理、買

い物を分担、試作を繰り

返した結果、素材となる

玉葱とご飯に一工夫を凝

らした。先輩諸氏からも

お褒めを頂き、ますます

グループの絆を深めたそ

うだ。 

国際部会の店ではベト

ナムのお菓子や春巻を調

理販売、特にバナナ春巻

は好評であった。新参加

のＡＫＯはフィリピンの

特産織物や装飾品などを

販売した。 

一方カレッジホールで

はＫＳＣ男性合唱団や混

声合唱団コーロＫＳＣの

皆さんが在校生とともに

出演、日ごろ練習の成果

を披露した。また国際部

会では在日ベトナム人 10

名ほどを学園祭に招待

し、観客席で楽しんでも
らった。 

人気の｢カレー屋さん」 

デイサービスで 
懐メロを歌う 

音６－文 杉本 敦子 

２年前、灘区の わ の集

まりで、月１回のナツメロ

を歌うボランティアに参加

しないかと誘われて、見学

に行きました。大石高齢者

介護支援センターに来てい

る人達は八十歳前後が多

く、使っている CD のプロ

の声が高くて、一緒に歌う

のは無理なのです。 

私は三味線を持って行 
きます。三味線ならみんな

の歌える調子に合わせられ

るからです。歌詞カード

も、読みやすいように、拡

大コピーを使って作り、始

めに歌詞をゆっくり読みあ

げ、それから歌います。 

私一人の力ではとても無

理で、音文３期Ａさん、同

４期Ｂさん、同６期Ｃさん

と 一 緒 に や っ て い ま す 。

「昔の歌はええなあ」｢また

来てや。待ってるからな｣と

も言ってもらえます。 

 私は自分の弾きやすいよ

うに伴奏譜を作り、今まで

に百十数曲を歌ってきまし

た。苦労も多いが、デイケ

アに来ている人達の優しさ

に支えられて、体力の続く

限り、このボランティアを
続けたいと思っています。 

グループ紹介② 

 伊藤 公子 

 

小さく三角に折った和紙の隅々に、好みの色の染料

を含ませるだけで、万華鏡のような美しい模様に染ま

ります。その紙を色々の手工芸に使います。幼児から

高齢者の方まで楽しんで頂けますので、今まで参加し

たイベントではいつも好評を得ています。 

せっかくの折り染めグループも後継者がいないの

で、この度新しくボランティア仲間を募集します。講

習会を下記要領で実施しますので、ご希望の方は振る

って参加してください。 

日 時 平成 17 年 11 月 11 日（金）10 時～12 時 

場 所  神戸市シルバーカレッジ  美術室 

講習料  無料（エプロン、手拭をご持参下さい） 

希望者はグループ わ の事務所（電話 743-8101 番）ま

でお電話ください。 

 

注目を浴びる 
手話コーラス 

 副理事長 井上 堅 

9 月 21 日(水)高齢者学

習センター文化発表会がコ

ミスタこうべ体育館で行わ

れた。神戸老体大学同窓

会・老眼大学会とグループ

わ からは手話コーラス同

好 12 名、銭太鼓楽遊クラ

ブ銀雅 15 名が出演 

した。 

 銭太鼓・手話コ 

ーラスとも今回の 

発表会で重複しな 

い出し物であった 

ので、会場の注目 

をあびていた。 

 手話コーラスの 

 熱演に、観衆の中には舞台

と一緒に手を動かし歌って

いる姿を多く見かけた。出

演者からも「観客が一緒に

手話をしてくれたことがと

ても嬉しかった」と演じる

喜びが語られた。 

 銭太鼓楽遊クラブ銀雅も

笑顔でリズムを取り、大き

な拍手をあびていた。◆ 

人気を集めた手話コーラス 
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自分で工夫して遊び道具を作ろう 

生３- 環 中島 洋吉 

こうべ環境未来館環境学

習講座『第４回 自分で工

夫して遊び道具を作ってみ

よう～工夫次第では不要に

なったもの が生き返 る

よ！』の催しが、８月２０

日（土）に開かれました。 

『自分の身の回りには、

工夫して少し手を加えれば

まだ使えるものがたくさん

あります。これらの使わな

ければごみになる材料を使

って、簡単な遊び道具づく

りに挑戦して、体験的にご

みの減量化について学ぶと

同時に、ものづくりの面白

さや遊ぶ楽しさを味わって

みませんか』の呼びかけ

に、６５名（子ども３２名

大人３３名）参加がありま

した。 

神戸市のごみの現状につ

いて話を聞いたり、持参し

てもらった各家庭で不要に

なった物を利用して作った

製品をお互いに紹介した

後、いろんな廃材を使って

の遊び道具づくりに挑戦し

ました。 

参加者はこうべ環境未来

館コーディネーターやグル

ープわ木工倶楽部の皆さん

が、事前に準備してくれた

材料を使い、丁寧な指導を

受けながら、牛乳パックを

利用して紙トンボ、紙写真

機づくり、ペットボトルを

利用して風車・水車づく

り、トイレットペーパーの

芯やフイルムケースを利用

しての笛づくり、古布を使

廃品で作った紙とんぼを飛ばす子どもたち 

ってのお手玉・雑巾づく

り、木材・竹材の廃材を使

っての工作（水鉄砲・紙と

んぼ）づくりなどに時間の

経過も忘れるほど大人も子

どもも熱中し、世界に一つ

しかない自分だけの手づく

り遊具を完成させました。

参加者からは「おもちゃを

作っている時も、遊んでい

る時と同じ様に楽しい」

と、ものづくりの楽しさを

満喫していただいたと思い

ます。以下参加された方々

の感想を紹介します。 

【子ども】 

・使い終わった物でも、こ

んなに楽しいものになると

は思いませんでした。その

中でも私は笛が好きで、笛

でいろんな曲が吹けたこと

が楽しかった。（10 才女

児） 

・何時も捨てしまう物も、

いろんな工夫をすれば又も

う一度使うことが出来るの

がわかってよかったです。

（11才女児） 

・いらなくなった物でたく

さんの物を作れることが勉

強になりました。水車や紙

トンボづくりが楽しかっ

た。（12才男児） 

・いらないごみでもリサイ

クルすると、カメラや紙と

んぼ、笛が出来るのがわか

りました。そのうちカメラ

を作ったのが楽しかった。

（8才女児） 

・家庭で出た不要な物で、

貯金箱や登り人形といろい

ろ作れて楽しかったです。皆

さんありがとうございまし

た。（9才女児） 

・神戸のごみが多いことが分

りました。パタパタ作りが楽

しかった。（７才男児） 

【大人】 

・ペットボトルで服が出来る

ことが新しい発見です。一

人当たりのごみの量は神戸市

が一番多いことを知りまし

た。（34才男性） 

・不用品を利用して、これだ

けの遊ぶ物が作れ、子どもも

鋸を使ったり、釘を打ったり

とても良い経験ができまし

た。子どもたちは教えてもら

いながら楽しんで作品が出

来、大満足しています。（34

才女性） 

・不要になった物やごみを捨

てる前に、新しいおもちゃに

作り直せることが分り勉強に

なりました。孫達と糸鋸など

を使って、物を作る事ができ

楽しかったです。（76 才女

性） 

・ペットボトルや廃材でいろ

んな楽しいおもちゃが出来上

がったのには驚きです。ごみ

をうまく使えば資源になる

し、もう一度新しい物に作り

直せる再利用法があることを

改めて感じ、貴重な体験がで

きました。家では経験させて

やれない、道具を使って親子

で木工作業が出来て楽しかっ

たです。（43才女性） 

・木工の材料が選挙の済んだ

後の看板と聞いてびっくり、

きれいなのに捨てられてしま

う物が多いことを知った。子

どもが初めて鋸、針を使って

物を作りました。道具が良か

ったのか（？）割と簡単に使

いこなして、家でも親が危な

いと思い込んでしまわず、何

でもやらせてみようと思っ

た。（42才女性） 

・初めて子どもに針を持たせ

ました。想像以上に楽しそう

にしていました。また家でも

面倒くさがらず使わせようと

思います。牛乳パックとスト

ローだけで、竹とんぼが出来

たのは驚きでした。（女性） 

・作る時間を忘れるほどの楽

しさと、出来たときの子ども

の嬉しい顔が大発見です。不

器用で折り方一つ手惑いまし

たが、子どもと楽しめまし

た。（36才女性） 

等などたくさんの感想が寄せ

られました。◆ 
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昆虫を捕らえて標本つくったよ！ 

          理事   大西 隆史 

          生７－環 松本 恒司 

 「昔あそび研究会」に 

        お礼状が届きました 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

聖ミカエル南五葉幼稚園 

母の会副会長 的場 美和子 

去る８月１日、猛暑の中、私ども聖ミカエル南五葉幼

稚園の母子のために「昔あそびの会」をご指導頂きまし

たこと心より御礼申し上げします。今回の会は参加した

親子にとても好評でした。 

 正直なところ日頃母子でじっくり工作をする時間はな

かなか得られません。また、普段は核家族同士のお付き

合い中心の世代にとって、おじいちゃん、おばあちゃん

と触れ合うこと、日本の伝統や文化的なものを教わる機

会があまり無いのが現状です。 

 その意味で新鮮な環境の中で、一緒に作った紙（竹）

トンボ、ビユンビユン、独楽はとても楽しく、あっとい

う間の２時間でした。オモチャに不自由しない子どもた

ちにとって、身近な材料で創ること、最初から最後まで

自分で創り、遊ぶコツを得るまでじっくりと取組む”達

成感”の重要性を改めて感じました。 

 幼児期における子どもたちにとって、貴会の存在と活

躍はとても意義あることです。今後ますますのご活躍を

期待すると共に、再び幼稚園にお越しいただけることを

切に望みます。ありがとうございました。 

昆虫の標本つくりの指導を受ける子どもたち 

8 月 21 日（日）しあわ

せの村内の「あおぞら」

を会場に”親子であつま

れ自然あそび塾～昆虫を

さがして標本をつくろう

～”を開催した。 

 イベントは（財）長寿

社会開発センターの助成

を得て、県立人と自然の

博物館との協賛事業とし

て行った。 

夏休みが終わりに近づ

いた時期ともかさなって 

36 家族 98 人（大人 44

人、こども 54 人）を数

え、ミーティングルーム

が溢れんばかりの盛況で

あった。 

 午前は同博物館の大谷 

剛先生の昆虫採集につい

てのお話のあと「あおぞ

ら」周辺での昆虫採集に

出かけた。受付開始時の

雨も上が った 薄曇り の

下、それぞれ獲物を求め

て元気よく飛び出した。 

 今年は少雨のせいか、

トンボや蝶はやや少なか

ったようである。でも標

本作りには十分な昆虫を

捕まえることが出来たよ

うで、子どもより親が夢

中になっているファミリ

ーもあった。 

また、ビオトープグル

大谷先生のお話があり、

そのあと先生と博物館の

3 人のアシスタント嬢の

指導で、家族ごとに採集

した昆虫の標本作りにと

りかかった。 

 標本作りは親子が協力

しながら 懸命 に取り 組

み、インストラクターの

丁寧な助言や手助けもあ

って、1 時間余りのうち

にすべての家族が作品を

完成させ るこ とがで き

た。中には立派な作品を

標本台 2、3 台も作って

持帰りケースに入りきら

ない家族もみられた。 

 参加者の感想を要約す

ると「昆虫の標本を作る

ことは命を殺すこと---

だから昆虫の命を無駄に

しないよう標本を大切に

したい」、「いろいろな

ープが刈り取った草を積

み上げて 作っ た堆肥 塚

（通称、落ちバンク）を

掘り起こしたが、なかな

かお目当てのカブトムシ

は見つからない。やっと

立派なカブトムシの成虫

が見つかって、子どもた

ちも歓声を上げて取り出

していた。 

 昼食のあと、昆虫標本

作りのスライドを使って

昆虫がいること、捕まえ

ることができて楽しかっ

た」、「昆虫には血管が

ないこと を初 めて知 っ

た」、「楽しかった。ま

た来たい」（こども）、

「昆虫の標本作りを正式

に習って 有意 義であ っ

た」、「昆虫採集・標本

作りをこどもと一緒にし

て絆が強 まっ た」（ 大

人）など楽しかった、ま

た来たいといったものが

多く、なかなかの好評で

あった。 

 このイベントには「グ

ループわ」から環境部会

「 ビ オ ト ー プ グ ル ー

プ」、「里山グループ」

と本部あわせて 28 人が

企画立案から当日の進行

までに参加したが、大勢

の親子の笑顔に準備の疲

れも癒さ れた 一日だ っ

た。今後は標本を作るだ

けでなく、昆虫が食べる

植物との 関係 、食べ た

り、食べられたりする昆

虫と昆虫の関係、昆虫と

人間との関係などを考え

る催しを考えたい。例え

ば、アゲハチョウが生き

てゆくには柑橘類の植物

が必要だとか、クワガタ

がいる森には、必ずカミ

キリムシがいる。アシナ

ガバチの子育てにはイモ

ムシや毛虫が必要といっ

たことなど、子どもたち

に昆虫採取に際しての基

礎知識を学んでもらえる

ようにしたいと、ビオト

ープクラブでは計画して

いる。◆ 
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日本薬学会から「神戸ＳＰ研究会」に 

 

国８－福 森田 修司 

この度「日本薬学会」よ

り神戸ＳＰ研究会の活動に

対して感謝状が授与されま

した。 

この研究会は国際 8 期の

グループ学習「神戸で始め

ての SP ボランティア活動

の理論と実践」から始ま

り、卒業後も発展的に活動

しています。 

 

してもらうのが SP の役割

なのです。 

この『医療面接実習』

は、平成 13 年からの準備

期間を経て、平成 17 年よ

り医師国家試験の一部に取

り入れられることになって

います。そこでも SP は試

験官と協力して重要な役割

を果たさなければなりませ

ん。 

薬大（薬学部)において

平成 18 年度の入学生から

6 年制となり、薬学生の医

療で果たす役割が大きく変

ろうとしています。このた

め現役で活躍中の薬剤師の

再教育と今後の指導者の養

成も急務となっておりま

す。 

それを踏まえて「厚生労

働省による認定実務実習指

導薬剤師養成のためのワー

クショップ」が全国的に開

催されており、その時に模

擬患者として協力したこと

に対する感謝状をいただき

ました。 

私たちがいままで患者と

して医療を受ける場合、患

者側はともすれば受身の立

場で「こうして欲しい」な

どと患者の希望を述べられ

る機会がなかったのです。

そこで SP（模擬患者）と

して、学生さん（医学生、

薬学生、看護学生など）や

医療者(医師・薬剤師・看

護師・理学療法士など)と

の医療面接を通じて、医療

者の話し方、説明の仕方に

よって、患者にどのような

影響を与えているかを、SP

のフィードバックなどを通

して気づいてもらい、その

後の医療活動の実践に生か

 今後は医療界だけでは 

なく SP の活動の場が｢弁 

護士」｢サービス業界」に 

も,必要とされることにな

ると実感しております。 

  

あなたも模擬患者に 

なってみませんか 

ここは、ある大学医学部

の学習室です。おおぜいの

医学生さんの前で SP（模

擬患者）と医療者役の学生

さんとで医療面接が行われ

ようとしています。 

 医療面接教育というのは

医学生、薬学生、看護学生

などが専門職として医学を

学ぶだけではなく患者との

意志疎通が充分にでき、か

つ医療に必要な会話を患者

との間でできるように、そ

の能力向上のため行うコミ

ュニケーション教育なので

す。 

 私たち SP が病態を持っ

た患者を想定したシナリオ 

に基づき「模擬診察」を受

け、学生さんと「医療 

大学病院の医療者と医療面接教育の 
お手伝いをする神戸 SP 研究会の会員 

面接」の会話の相手役を

するのが模擬患者なので

す。現在「神戸 SP 研究

会」は新しい会員４名の参

加を得て１２名で地元大学

病院の医学生、薬科大学の

薬学生さんと定期的な「医

療面接教育」のお手伝いを

いたしております。 

あなたも、医療の将来を

担う学生さん達の学習の手

助けをするボランティア活

動に 参加 し てみ ませ ん

か･･･。 

 

<会員の入会資格は問いま

せん。入会金 1,000 円 会

費 6 ヶ月 3,000 円です> 

問合せは…「神戸 SP 研究

会」代表 森田 修司 

電 話：078-581-6873 

まで。 

日本薬学会の感謝状 

神戸 SP 研究会のメンバーのみなさん 



各区だより 情報ぎゃらりー 第３２号 ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災１０年、西区から

の発信事業として第２回

明石川まつりが、さる９

月３日（土）明石川のほ

とりにある住吉神社を中

心に 盛 大に 催 され ま し

た。 

 主催は押部谷町明石川

愛護協議会で、後援 は神

戸市西区役所です。グル

ープ わ に協力依頼があ

り、こうべ環境未来館の

ビオトープ（未来の泉）

の紹介パネルの展示、竹

細工の竹とんぼ、竹馬、

竹のイカダなどを作って

協力しました。 

 当日は周辺の方々が多

数参加され、住吉神社の

本祭りよりも人出が多い

との評判でした。西区に

は明石川を母流とした伊

川、 櫨 谷川 の 支流 が あ

り、この二つの支流の方

が早くから川まつりを開

催しており、本流の明石

川も追いつけと開催にこ

ぎつけたもので、今後と

も続けて行くそうです。 

 なおグループ わ の押

部谷地区在住の皆さんの

音頭とりで、まつり前後

の川の清掃作業等に協力

されました。 

盛 大 に 「 明 石 川 ま つ り 」 
パネル展示や竹細工でグループ わ をＰＲ 生８－西 三島 隆夫 

地域住民が総出でにぎわった明石川まつり 

去る９月１６日（木）に西

区玉津町にある西区民セン

ター入り口に設置されてい

るプランター２０数個の花

の植え替えと移植を、シル

バーカレッジの西区交流会

（なでしこ５グループ）の

皆さん８名の方々と、西区

わの会員 ５名、合計１３

名で実施しました。 

 ことの起こりは 7 月 2１

日、シルバーカレッジの授

業の一環である１～３年生

共通の地域交流会からはじ

まったのです。西区１７６

名の在校生にグループわの

説明をした 際、当時から

予定していた”花のボラン

ティア”の参加を呼びかけ

たところ、なでしこ５グル

ープの皆さん１９名が協力

しようと立ち上がってくれ

ました。 

 代表の岡田さんらと数回

の打ち合わせを行い、この

日は午前９時から１１時頃

まで、和気藹々のうちに作

業を終 わりました。当初

は、わの会員だけで行う予

定でしたので、作業は午前

中、掛かるだろうと予測し

ていました。さすがは現役

の皆さんの協力でアッとい

う間に、土の改良、入れ替

え、ラベンダーの移植、ゴ

ールドカレスト、なでし

こ、アキランサスを植え付

けた。 

花の植え替え作業 

西区民センター前の花の手入れ 
現役学生とわの会員が協力  生８－西 三島 隆夫 

花の手入れを終わり、現役の皆さんと 

 仕上がりの美しさに疲れ

も忘れ、現役の皆さんとの

親睦もはかられ、地域交流

会の有意義さが特にクロー

ズアップされました。岡本

館長より感謝と労いの言葉

を頂きました。西区民セン

ターに行かれることがあり

ましたら、鑑賞してくださ

い。現役の皆さんありがと

うございました。次回は１

２月初旬に実施の予定で

す。 

インター６の 
みなさんから寄付 

｢インター6」（インター

ネットクラブに所属して

いた 6 期ＯＢのグルー

プ）より、この度グルー

プを解散したので、グル

ープの残金４,５８０円

をグループ わ に寄付し

て頂きました。グループ 

わ 活動のため、有効に

使わして頂きます。ここ

に厚く 御礼 申し 上げ ま

す。 

事務局 
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長田地区会は障害者の就

労支援の一助として、地域

で暮らす障害者の方々が経

済的自立と杜会参加の実現

を目指し、一市民として明

るく生き生きと生活を営ん

でいけることを願い、９月

６日（火）からお手伝いを

はじめました。 

週内、火曜日、金曜日に

シルバーカレッジ『ふれあ

いホール』で、中央むつみ

会カフェー＆ベーカリー

「ふらわあぽえむ」の小

さなパン工場で朝早くから

焼いたパンの外販のお手伝

いです。客呼び込みの掛け

声も、ぽえむの販売員に負

けないように元気な声を出

し頑張っています 

廉価で美味しいアンパ

ン、菓子パンなどメニュー

が多種あって、午前１１時

半ごろ～１３時まで販売を

しています。一度お立ち寄

りいただいてお召し上がり

ください。 

わたくしたちは、みなさ

まと販売を通じて密接な交

流を持ち、障害者の方々に

ついて理解を深めて頂きな

がら自立の援護、経済的安

定、やり甲斐・意欲の向上

につながればと微力ながら

応援しています。社会の役

割の一端を担うことは誰か

のお役になっていることで

あり生甲斐を感じます。 

末長く皆様のご支援をお

願い致します。 

 ６回の稽古を終わりまし

たが、まだ先生のお手本

を見て描くだけです。い

ま年賀状に挑戦していま

すが、果たして来年のお

正月に間に合うことでし

ょうか？ 

 稽古は毎週第１,４火

曜日の午後１時 30 分か

ら 4 時まで、魚崎福祉セ

ンター２階で開いていま

す。もう少し楽しい仲間

がほしいです。 

販売はじめたよ 

食７－長 北田 正文 

福祉パンの販売をはじめる 

共同募金を呼びかけ 
生６－環 竹田 昭一 

 毎年恒例の風物詩になっ

ている共同募金が、今年も

10 月 1 日（土）から全国

一せいに始まりました。私

たちの兵庫地区でも兵庫区

役所からの要請で、兵庫パ

ンジーの会から宮城さん

（音文 3 期）ほか会員１０

名が１０月３日（月）の午

後、買い物客や通勤客が行

き交うＪＲ兵庫駅南キャナ

ルタウン広場で、夕方まで

募金を呼びかけました。 

 お陰で小さなお子たちか

ら、お年寄りまで幅広い年

代の方々から尊い浄財を募

金箱にいれて頂きました。

夕刻参加者一同心地よい疲

労と、充実感にひたり、一

日の活動を終える事が出来

ました。 

一人暮らしのお年寄り

に、クリスマスカードや年

賀状の「はがき絵」を送っ

て、心の慰めにしていただ

こうと、ボランティア活動

の一つとしてスタートしま

した。 

 講師は皆木喜一さん（美

工・9 期）。半世紀以上も

絵筆を持ったことの無いと

いう仲間 9 名が集まって月

2 回のお稽古。お絵かきの

基本から筆の持ち方、線や

丸の描き方、描く 

対象物の塗り方を 

懇切丁寧に教えて 

頂く。時には線の 

描き方だけで、２ 

時間近くという厳 

しい指導もありま 

した。 

｢はがき絵」でカード、年賀状つくり 

音５－東 藤井 潤子 

グラウンドゴルフ大会 

生６－北 津川 静代 
１０月１７日(月)は天候に

恵まれ、しあわせの村芝生

広場(北)に於いて、グラウ

ンドゴルフ大会を開催いた

しました。はじめての試み

でしたが参加者４３名、初

心者が半数近くあり、生涯

スポーツ等で活躍されてい

る方をリーダーに、教えを

受けながらのプレー。ホー

ルインワンもあれば数打も

あり、その都度各チームよ

り大歓声が上がり楽しくプ

レーをしました。 

優勝は３７、BB は６

２。終了後、レストランア

ミーゴで昼食を取り、成績

発表をして和気あいあいの

内に解散いたしました。こ

の度の親睦会で北区会員の

絆がより深まりました。次
の機会を楽しみに！ 

はがき絵教室のみなさん 

グラウンドゴルフを前に準備体操 

 



旅行案内 情報ぎゃらりー 第３２号 １１ 

 

JAL 日本航空で行く 

バ ン コ ク と 

世界遺産アユタヤ遺跡 ５日間の旅 
出 発 日：平成 17 年 12 月 6 日（火） 

旅行代金：５９，８００円（大人ひとり様/2 名様 1 室利用）（全行程観光・食事つき） 

申込締切：出発日の３０日前（11 月 6 日） 

最少催行人員：１０名 

利用航空会社：日本航空（ＪＡＬ）（往復直行便） 

出発地より添乗員同行します 

利用予定ホテル：モンティエン・リバーサイドホテル・レンブラント・サィアムシティ・ 

ラディソンブラザ・グランドホテル・ホリディインシーロム又は同等クラス  

上記料金には関西空港使用料；2,650 円、燃油サーチャージ：7,200 円（計 9,850 円）

は含まれていません。旅行代金とあわせてお支払いください。またタイ空港税５００パーツ 

（1,550 円）は現地にてお支払いください。 

日          スケジュール    （◎下車●観光） 食   事 

 

1 

日本航空 727 便にて、関西空港（18：45 発予定）よりバンコク（22：55 着

予定）へ（※時差は 2 時間）到着後ホテルへご案内します。 

 【バンコク泊】 機   内 

 

 

2 

ホテルにて朝食後、終日バンコク市内観光 

（三島由紀夫の小説のモチーフにもなった◎暁の寺院、白壁に囲まれた 20 万㎡

の敷地を持つ◎王宮、タイ最高の地位と格式を誇る●エメラルド寺院・リクラ

イニング・ブッダがたおやかな姿で横たわる◎涅槃寺）とシヨッピング（免税

店）にご案内します。  昼食は飲茶をどうぞ 

夕食は中華海鮮をどうぞ。 【バンコク泊】 

ホ テ ル 

 

飲   茶 

 

中 華 料 理 

 

 

3 

ホテルにて朝食。  終日世界遺産アユタヤとバンバイン観光 

（国王の夏の離宮であった●バンバイン宮殿、アユタヤを代表する遺跡●ワッ

トプラシーサンペット、寝釈迦のある●ワットロカヤスタ） 

昼食は郷土料理、夕食はタイ古典舞踊を鑑賞しながらタイ料理  

【バンコク泊】 

ホ テ ル 

 

郷土料理 

 

タイ料理 

 

 

4 

ホテルにて朝食。 

午前：“東洋のベニス”と呼ばれるダムナンサドゥアク水上マーケット観光 

昼食はレストランとにてバイキング 

午後タイの伝統文化を伝えるアミューズメントパークローズガーデン観光 

夕食はタイスキ（タイ風しゃぶしゃぶ）をどうぞ 【バンコク泊】 

ホ テ ル 

 

バイキング 

 

タ イ ス キ 

 

5 

ホテルより朝食後空港へ。 日本航空 728 便にて、バンコク（9：10 発予定）

より一路帰国の途へ。                        関

西空港（16：15 着予定）到着後解散 

ホ テ ル 

又は弁当 

機   内 

上記日程にてご案内申し上げます。参加ご希望の方は下記までご連絡ください。 

                     グループ わ   TEL   ７４３－８１０１   

                     大坪英二    TEL&FAX ７０９－２４８４ 

 



１２ 情報ぎゃらりー 第３２号 催しなど 

 

平成１７年度生活力アップセミナー 

 
 

神戸市保健福祉部は、白井操クッキングスタジオ、コープこうべ、兵庫県予防医学協会、

グループ わ との協働で、下記の日程で「男のための食育講座」を開催します。①男性高齢

者等の食の自立 ②元気高齢者の生きがい対策 ③高齢者の閉じこもり防止 ④「食」を通

じた地域での交流拡大をねらって、栄養改善事業のモデル事業として開催するものです。 

対 象 者 市内在住の料理未経験の高齢者（概ね６０歳以上の男性）とします。 

申 込 み ＴＥＬで下記まで。（１１月７日（月）より先着順に受付） 

講 師 グループ わ 食文化コース卒業生のみなさん 

参加費用 ３，０００円（４回分、税込み）を１日目に集めます。欠席した場合、返金はしません。 

開催場所と日程等（時間は各回１０：００～１３：００） 

   場 所 六甲道勤労市民センター 

（４階料理教室） 

健康ライフプラザ 

（４階「ライフキッチン」） 

垂水勤労市民センター 

（３階料理教室） 

第 １ 回 １１月３０日（水） １２月７日（水） １２月１２日（月） 

第 ２ 回 １２月１９日（月） １月１１日（水） １月２３日（月） 

第 ３ 回 １月２５日（水） ２月７日（火） ２月２０日（月） 

第 ４ 回 ２月２２日（水） ３月３日（金） ３月６日（月） 

お問い合わせ・ 

お申し込み先 

灘区保健福祉部健康福祉課 

８ ４ ３ － ７ ０ ０ １  （代） 
兵庫区保健福祉部健康福祉課 

５ １ １ － ２ １ １ １  （代） 
垂水区保健福祉部健康福祉課 

７ ０ ８ － ５ １ ５ １  （代） 

各回のテーマと献立 
（第１回） これさえ出来ればなんとかなる基本４品(牛しゃぶ、キムチ、ブロッコリーの胡麻和え、味噌汁、ご飯） 

（第２回） いつもおかずのバランスに注目（焼き魚、青菜と油揚げの煮物、めかぶとささ身の酢の物、かきたま汁、ご飯） 

（第３回） 体調の悪いときに （おかゆ、電子レンジで作る簡単一人鍋、カレイの煮付け） 

（第４回） これが私の１８番～得意の一品を作ろう～ （うなぎの中華風ピカタ、オーブンオムレツ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 村祭りバザーの報告 

恒例のしあわせ村の村

まつりが 7 月 30 日、に

ぎやかに行われました。

今年は模擬店にグループ

わ として「バザーの店」

を出店しましたところ、

天候 にも 恵ま れ多 く の

人々が訪れ、売り上げは

48,055 円となりました。

グループ わ の活動資金

の一部として役立たせて

いただきます。 
出店に備えて会員の皆

さんに不用品をご寄付い

ただきましたこと深く感

謝申し上げます。 

事務局 

シンガポール 

Ｃｏｍｐａｓｓｖａｌｅ  

Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ Ｓｃｏｏｌ 

ブラスバンド演奏会 

 

日時 11 月 25 日(金） 

12 時～13 時 

場所 カレッジホール 

シンガポールのコンパ

スベイル校は、これまで

に数回シルバーカレッジ

を訪問し、演奏会や、学

生と 交流 をし て きま し

た。久しぶりに演奏を聴

いてみたい・・・と思わ

れる方、はじめて聴いて

みようと思われる方、 

沢山の方のお越しをお待ち

しています。 

トップ 紙面には会員ど

うしで助け合う相互扶助

事業を取り上げました。

なにか堅苦しい話のよう

に聞こえますが、困って

いる会員とその家族をみ

んなで助け合おうという

のです。この話は赤司・

前理事長の提案で計画さ

れたものです。 

 すでに「相互扶助事業

実施要綱」なるものが出

来上がっていますが、支

援する人、受ける人が近

くの会員でなければとい

う制約もあって、全市一

斉という訳には行きませ

ん。 

そこで各区単位で始め

ようと西、兵庫区会で検

討されていますが、それ

ぞれ事情があって即実施

とは行かないようです。 

 先日、三木市にある県

広域防災センターで、防

災教育専門員の講義で知

ったのですが、阪神大震

災の時、神戸市内で６１

件の火災が発生したが、

そのうち近所の人たちの

バケツリレーで１２件が

消し止められたという。 

 公共機関に頼らず、隣

近所の助け合いがいかに

大切かを教えられまし

た。お互い無理のない範

囲で、出来ることから始

めようではありません

か。（Ｊ・Ｎ） 


